






























































指摘され､その病態において中心的な役割を果たしている.一方､ Vasohibin･1 (VASH 1)は､













顕著なα SMAの発現の克進がみられ､VASH･1はTGF･ β 1のシグナル抑制の可能性を示唆｡
⑤また､ DNAマイクロアレイ法による網羅的解析では､ VASH･1遺伝子発現を抑制したヒト胎
児肺腺維芽細胞では､ TGF･β1､ SMAD3､ αSMA遺伝子発現が冗進｡カはてTGF･β1刺
激では､ TGF･β 1､ SMAI)3､ αSMA系の遺伝子発現が顕著に増加｡
以上の結果:
① vASH･1は従来､血管内皮細胞特異的に産生するといわれていたが､この結果より血管内皮
細胞のみならず肺筋線維芽細胞が産生･分泌することが初めて明らかとなった｡
②ヒト肺線椎症においてVASH･1は､TGF･β 1のシグナルにより調節される線維化の病態に関
与している可能性が考えられる｡
本学位論文は､肺線維症形成におけるに血管新生抑制因子として機能している可能性を示唆さす
るものであり､優れている｡
よって,本論文は博士(医学)の学位論文として合格と認める｡
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